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BOCTOKA H A¢PHKH)シリー ズの-一環として,
待望久しい ｢ビルマ語｣が公にされた｡





の通 りである｡1. 序論 2. 音親論 3. 文字組織















































失望等14の簡単な表現の型と, 気候, 月日, 時間,
数,金銭,色等に関する単語が例示されており,後者
には, 1. 市中 2. 交通 3. 買物 4. 娯楽
5. 治療 6. 工場 7.集団農場 8.保養 9.ス























マ人に,ビルマ文字 ta-su 二文字の Super-script
を用いて説明した経験がある｡ビルマ語では,二音節
語の第-音節の母音が中古母音 [∂] に変る傾向が強
く,極端な場合には,母音が脱落して了う事さえある｡
この事から,ロシア文字uに対するビルマ文字 ta-sE
の super-scriptは,効果的と言えよう｡
(大野 徹)
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